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1. JAIRO Cloud × ERDB-JP
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電子リソースのデータ共有の始まり
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JAIRO Cloud × ERDB-JP ？
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（１）の「みんなのため」の共有を効率化するシステム連携

各機関（各館）

他の機関

各機関（各館）

JUSTICE・出版社

（１） （２）

感覚的には「みんなのため」の共有

感覚的には「自分たちのため」の共有
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せっかくリポジトリで雑誌を公開しているの
だから・・

もっともっと色々な人に使ってもらいたい！アクセスしてもらいたい！
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そんなときにERDB-JP
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そんなときにERDB-JP

7

雑誌単位で
アクセス情報を
登録すると…
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そんなときにERDB-JP

検索サイトに
リンクが出現！
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でも…

9

リポジトリにコンテンツが
追加されるたびにERDB-JPにも
登録するのは か な り 面倒...

それはそうですよね・・・
でも、リポジトリがJAIRO Cloud
ならそんな心配は無用なんです！
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自動連携 という方法があります
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世界へ

機関

データ提供JAIRO CloudとERDB-JPの
自動連携
（週次）

自動！
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パートナー数 / 公開機関数

• ERDB-JP
• パートナー数：75機関（2018年10月16日時点）

• パートナーA：55機関、パートナーB：20機関
• コンテンツ数：19,019タイトル（2018年10月16日時点）

• JAIRO Cloud
• 公開機関数：527機関（2018年9月末時点）

• JAIRO Cloud × ERDB-JP
• 自動連携設定機関数：12機関（2018年10月16日時点）

11



これからの学術情報システム構築検討委員会

JAIRO Cloud×ERDB-JP自動連携による
登録・更新件数
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詳細は・・・
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• リーフレットを配布しています

• 「国立情報学研究所」のブースへお立ち寄りくだ
さい

• プレゼンを行っています（15分程度）
• ERDB-JPとJAIRO Cloudの関係者が

質問にお応えします

• Webサイトをご覧ください
• http://id.nii.ac.jp/1038/00000201/

http://id.nii.ac.jp/1038/00000201/
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利用可能性の検証
2. 電子リソース管理システム
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• まずは、商用システムで何が実現できるのかを検証
• 360 Resource Manager、Ex Libris Alma、…

• ３つの柱
• JUSTICE事務局と参加館のデータ共有

• 日本の電子リソースリスト（ERDB-JP）だけでなく、コンソーシ
アム交渉結果の利用条件やパッケージタイトルリストも共有でき
ると良いのではないか

• 電子リソース業務のシステム化（ワークフロー）
• 電子的にデータを受け取って、業務を行えると効率化できるので

はないか。パッケージキャンセルや電子ブックなど複雑なライセ
ンス管理も行えるのではないか。

• 印刷媒体と電子情報資源の区別なく運用可能な業務モデル
• よいシステムがあれば、別々にシステムを用意し、別々に業務を

行う必要はないのでは？
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これまでの検証状況
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フェーズ／年 2016年度 2017年度 2018年度

部会メンバー
学芸大、お茶大、電通大、鹿児
島大、慶應大、佛教大、
JIRCAS、JUSTICE

佛教大、北大、電通大、神戸大、
鹿児島大、JIRCAS、
JUSTICE

佛教大、北大、神戸大、鹿児島
大、西南学院大、JIRCAS、
JUSTICE、日文研、奈良県立
図書情報館

JUSTICE事務局と参加
館のデータ共有
電子リソース業務のシス
テム化（ワークフロー）

電子リソース業務のシス
テム化（ワークフロー）

印刷媒体と電子情報資
源の区別なく運用可能
な業務モデル

360RM検証 Alma検証

電子ブックメタデータ共有の運用モデル検証

JUSTICE事務局と連携

システム共有のモデル作成

東工大・早稲田大・極地研と協力
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JUSTICE事務局でのJUSTICEライセンスの登録 → 会員館への配布

JUSTICE事務局が
ライセンス登録

Ex Libris Almaを利用したライセンス管理・共有のイメージ

会員館への配布
（設定による自動配布も可能）
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参加館のOPACやディスカバリーサービスなどでの表示イメージ

ライセンスを配信したパッケージ
に含まれるタイトル

ライセンス（利用条件）の表示
（さまざまなサービスからAPI参照可能）
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図書館のシステム共有の始まり
3. 共同調達・運用

19



これからの学術情報システム構築検討委員会

図書館システム・ネットワーク（現在）
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中央システム
（NII）

CATP

ローカルシステム
（大学図書館等）

• 印刷体に対応
• 中央システムもローカルシステムも個別調達・運用

NACSIS-CAT/ILL

ILS ILS ILS ILS ILS
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図書館システム・ネットワーク（選択肢1）
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中央システム
（NII）

CATP

ローカルシステム
（大学図書館等）

• 印刷体に対応
• ローカルシステムの一部を共同調達・運用

NACSIS-CAT/ILL

共同調達・運用

ILS ILS ILS ILS ILS
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図書館システム・ネットワーク（選択肢2）
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中央システム
（NII/JUSTICE）

CATP
ダウンロード利用等

ローカルシステム
（大学図書館等）

• 印刷体と電子リソースに対応
• ローカルシステムは個別調達・運用

LSPLSPLSP

NACSIS-CAT/ILL
電子リソース

・ライセンス
・タイトルリスト

ILS ILS
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図書館システム・ネットワーク（選択肢3）
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CATP
ダウンロード利用等

• 印刷体と電子リソースに対応
• 中央システムとローカルシステムの一部を共同調達・運用

LSPLSPLSP

NACSIS-CAT/ILL
電子リソース

・ライセンス
・タイトルリスト

ILS ILS

共同調達・運用

中央システム
（NII/JUSTICE）

ローカルシステム
（大学図書館等）
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今後の予定

• 2020年CAT運用方針変更の2年後、NIIの
CAT/ILLシステム更新があるらしい。

• ここで現行のCAT/ILL機能を維持しつつも、各
機関が新たな機能を選択的に導入可能な仕組み
を始められるとよいのではないか。

• そのためには、システムだけでなく、大学図書
館（ローカル）とNII（ナショナル）が有機的
に連携するための新しい枠組みが必要。

24



これからの学術情報システム構築検討委員会

ご清聴ありがとうございました
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